
 

 

「情報公開文書」                 医学部 HP 掲載用 

 

受付番号： ２０２０－１－８９２ 

 

課題名：脳磁図てんかん検査の人工知能を用いた自動化の多施設共同研究 

 

１．研究の対象 

2017 年 5 月～2022 年 3 月に脳波・脳磁図を用いたてんかん活動発生に関わる

磁気生理学的基盤の解明に参加された方 

2016 年 9 月～2021 年 8 月にてんかん外科手術の予後に関する神経心理学的，

画像学的，電気生理学的縦断研究に参加された方 

2010 年 8 月〜東北大学加齢医学研究所にて臨床検査として脳磁図検査を受けた

方 

 
２．研究期間 

 2020 年 5 月（倫理委員会承認後）～2022 年 3 月 
 

３．研究目的 

脳磁図てんかん検査の解析には知識、経験に加えて多大な時間を要します。

そこで人工知能を用いた検査の省力化の技術を開発、臨床応用することを最終

目的として、本研究では、大阪大学、株式会社リコー等との多施設共同研究に

より、当院を含む研究参加施設における過去の検査結果を用いて至適方法を探

索します。 

 
４．研究方法 

 てんかん脳磁図データ、そのデータに対する医師による解析結果、関連する

医療情報を入力情報として用いて、深層学習法にてんかん波を学習させます。

入力データとしては、てんかん脳磁図データは生データを一定時間切り出して、

加工したデータを用います。医師の解析結果としては、医師が検出したてんか

ん波、ダイポール解析時のダイポールの時間、位置、方向、大きさ、近似率

（good of fitness）などを用います。関連する医療情報としては、てんかん

類型、てんかん発作型、てんかん部位、年齢、性別、他の検査結果（MRI、PET、

SPECT 等）等を用います。学習済の深層学習法としては Residual Network 

(ResNet),等を用います。学習した深層学習法を用いて、てんかん脳磁図デー

タのてんかん波の自動検出を行い、医師によるてんかん波の検出結果と比較し、

感度・特異度を評価します。また、検出したてんかん波の潜時を推定して自動

ダイポール推定を行い、ダイポールの集積度を評価します。また集積度を統計

学的に評価する手法を開発します。脳磁図データに対して、以上の方法を探索

的に適用して、本方法の臨床検査としての feasibility を評価するとともに、

至適方法を確立します。 

 
５．研究に用いる試料・情報の種類 



 

 

現行の東北大学の脳磁計が 2010 年に設置されて以降に行われたてんかん臨

床検査のデータを用います。参考情報として、診療カルテに記載・登録されて

いる病名、診療録、検査結果等を用いる可能性がありますが、個人が特定でき

るような情報は用いません。 

 

６．外部への試料・情報の提供 

 東北大学で行った検査のデータを大阪大学に提供してデータ解析を行います。

データを大阪大学に提供する際には、個人が特定できるような情報（個人情

報）を削除して提供します。提供するデータはこの研究に参加している研究者

以外は利用しません。個人との対応表を作成して、対応表は当院の研究責任者

が保管・管理します。データの提供は記録媒体を用いて郵送もしくは直接手渡

しにて行います。データ解析にはリコーが開発した人工知能を用いた自動解析

ソフトを用います。また当院においてもデータ解析を行います。 

 
７．情報（研究に用いられる情報に係る資料を含む。）の保管、廃棄の方法、2 次利

用の可能性について  

 代表機関、各分担機関が本研究で得た、情報は論文などの発表から 10 年間

保管します。得られたデータは外付け HDD で管理され、廃棄の際はデータの初

期化を行い、さらに物理的に破壊します。  

 本研究にて良好な結果が得られれば、さらに研究を発展させ、実用化を図る

ために、別途研究もしくは臨床試験を設定する可能性があります。その際には

匿名化データそのもの、もしくは匿名化データを用いて得られた結果を、株式

会社リコーに提供する可能性があります。この際には、別途、必要な手続きを

適切に行ったうえで実施します。 

 
８．研究の資金源等、研究機関の研究に係る利益相反及び個人の収益等、研究者等の

研究に係る利益相反に関する状況  

（本学では、研究責任者のグループが公正性を保つことを目的に、情報公開文

章において企業等との利害関係の開示を行っています。） 

本研究は、㈱リコーとの共同研究契約に基づき受け入れる研究費を財源に実施

します。研究責任者である中里教授は株式会社リコーとの共同研究契約に基づ

き設置された共同研究講座（電磁気神経生理学共同研究講座）に所属(兼任)＊，

研究分担者である菅野講師は，当該共同研究講座所属（専任）＊です｡本研究

は、㈱リコーが製造販売元である、脳磁計測システムにて計測したデータを対

象に、㈱リコーが開発中であるソフトウェアを用いて実施します。本研究は、

研究責任者のグループにより公正に行われます。本研究における企業等との利

害関係に追加・変更が生じた場合、その都度、東北大学利益相反マネジメント

委員会へ申告し審査を受けることにより、本研究の企業等と利害関係について

の公正性を保ちます。 

＊共同研究講座所属（兼任）：本学にて雇用 

＊共同研究講座所属(専任)：本学にて雇用 （共同研究講座所属に係る人件費は，

株式会社リコ 



 

 

ーから受け入れた研究費を用いている．） 

 

９.研究組織 

代表研究機関 

大阪大学 平田雅之 

分担研究機関 

東北大学 中里 信和 

静岡てんかん・神経医療センター 芳村 勝城 

大阪市立大学 宇田 武弘 

北斗病院 鴫原 良仁 

熊谷総合病院 鴫原 良仁 

株式会社 リコー 長谷川 史裕 

 
１０．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない

範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さ

い。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者

さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下

記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じること

はありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

東北大学大学院医学系研究科 てんかん学分野 

電磁気神経生理学共同研究講座(リコー)（兼） 

病院 てんかん科（兼） 

中里信和（教授）   

Ｔｅｌ： 022-717-7343、Ｆａｘ： 022-717-7346 

         Ｅｍａｉｌ： nkst@ med.tohoku.ac.jp 

 

研究責任者： 

東北大学大学院医学系研究科 てんかん学分野 

電磁気神経生理学共同研究講座(リコー)（兼） 

病院 てんかん科（兼） 

中里信和（教授）   

Ｔｅｌ： 022-717-7343、Ｆａｘ： 022-717-7346 

         Ｅｍａｉｌ： nkst@ med.tohoku.ac.jp 

 

研究代表者： 

大阪大学大学院医学系研究科脳機能診断再建学共同研究講座、 

同医学部脳神経外科（兼任） 



 

 

平田 雅之 

 

◆個人情報の利用目的の通知に関する問い合わせ先 

保有個人情報の利用目的の通知に関するお問い合わせ先：「１０．お問い合わ

せ先」 

※注意事項 

以下に該当する場合にはお応えできないことがあります。 

＜人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 第 6章第 16 の 1(3)＞ 

①利用目的を容易に知り得る状態に置くこと又は請求者に対して通知すること

により、研究対象者等又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害す

るおそれがある場合 

②利用目的を容易に知り得る状態に置くこと又は請求者に対して通知すること

により、当該研究機関の権利又は正当な利益を害するおそれがある場合 

 

◆個人情報の開示等に関する手続 

本学が保有する個人情報のうち、本人の情報について、開示、訂正及び利用停

止を請求することができます。 

  保有個人情報とは、本学の役員又は職員が職務上作成し、又は取得した個人

情報です。 

1) 診療情報に関する保有個人情報については、東北大学病院事務部医事課が

相談窓口となります。詳しくは、下記ホームページ「配布物 患者さまの個人

情報に関するお知らせ」をご覧ください。（※手数料が必要です。） 

【東北大学病院個人情報保護方針】 

http://www.hosp.tohoku.ac.jp/privacy.html 

2) 1)以外の保有する個人情報については、所定の請求用紙に必要事項を記入

し情報公開室受付窓口に提出するか又は郵送願います。詳しくは請求手続きの

ホームページをご覧ください。（※手数料が必要です。） 

【東北大学情報公開室】

http://www.bureau.tohoku.ac.jp/kokai/disclosure/index.html 

※注意事項 

以下に該当する場合には全部若しくは一部についてお応えできないことがあり

ます。 

＜人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 第 6章第 16 の 2(1)＞ 

①研究対象者等又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそ

れがある場合 

②研究機関の研究業務の適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれがある場合 

③法令に違反することとなる場合 
 

http://www.hosp.tohoku.ac.jp/pc/img/saito/01.pdf
http://www.hosp.tohoku.ac.jp/pc/img/saito/01.pdf
http://www.hosp.tohoku.ac.jp/privacy.html
http://www.bureau.tohoku.ac.jp/kokai/disclosure/index.html

